
The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　for 　Biosoienoe 　and 　Bioengineering 厂　Japan

136 　醗酵生産

424
酵 母 に よ る ポ リ オ ー．ル の 生 産 （第 9 報 ）　 メ ．ン プ レ ン リ ア ク タ

ー
を 用 い た エ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ギ 　　 　　 　　 　　　 　　 め H
リ ス リ トー ル の 連 続 発 酵 生 産 　 　 （ 日 本 ガ イ シ 、 日 研 化 学 、農 水 省 食 総 研 ）

o 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヤ 　 　 　 　 　 　 　 な め

堀 北 弘 之 、 服 部 宣 生 、川 口 嶽 、 佐 々 木 寛

（1）目 的 　 こ れ ま で エ リ ス リ トー ル の 発 酵 生 産 に お い て セ ラ ミ ッ ク 膜 を 用 い た メ ン ブ レ ン

リ ァ ク タ
ー

に よ り バ ッ チ 発 酵 法 に 比 べ 2 倍 以 上 高 い 生 産 速 度 を 約 1 ケ 月 間 維 持 で き る こ と

を 報 告 し た 。

1｝
今 回 、 セ ラ 膜 の 最 適 運 転 条 件 を 求 め る た め 圧 力 依 存 性 、流 速 依 存 性 に っ い

て 検 討 を 行 っ た の で 、そ の 結 果 に つ い て 報 告 す る 。

（2）方 法 　A ・ teebasidi ・ m ・ p ・ SN 一α42 を 用 い て 、 エ リ ス
1丿 卜

一
ル 発 酵 条 ｛ギ F で 実 験 を 実 施

し た 。発 酵 条 件 は 以 下 の 通 り 。 基 質 己 ブ ド ウ 糖 40 ％ ＋ 酵 母 エ キ ス 2 ％ 、希 釈 率 ； O．02hr ”

吹 込 空 気 量 ； 1 〜 L5VVM 、液 容 澄 342 、酵 母 濃 度 10D 、、。− 　300 〜 350 、使 用 膜 ；

管 状 セ ラ ミ ッ ク 膜 （孔 径 0．2 μ m ） 。

（3）結 果 操 作 圧 は 0・5x ・ 1x ・ 2K の 3 条 件 、流 速 は 2 ・／s 、 4m ／s の 2 条 件 の 計 6
条 件 に つ い て 各 々 絢 1 ケ 月 間 運 転 を 行 っ た ． 逆 圧 洗 浄 操 作 は ど の 条 件 に お い て も 定 期 白勺 に

組 み 入 れ た 。 そ の 結 果 、操 作 圧 に つ い て は 、 2x で は 初 期 fluxe ： 高 い が flux の 低 下 割 合 が

大 き く、操 作 圧 は 低 圧 ほ ど 高 flttXを 長 期 聞 維 持 で き た 。 流 速 に つ い て は 操 作 圧 0．5x 〜 1
1

で は 、流 速 4m ／s の 方 が 2m ／s よ り 高 い flux を 示 し た 。 し か し 、操 作 圧 2x で は 初 期 に

お い て 流 速 4m ／s の 方 が 高 flux を 示 す が 、時 間 の 経 過 と も に そ の 差 は は と ん ど な く な っ た 。

以 上 の 結 果 よ り 、 セ ラ 膜 の 運 転 条 件 と し て 操 作 圧 は 低 圧 の 方 が 、涜 速 は 高 流 速 な 方 が 1 ケ

月 以 上 高 flux を 維 持 す る こ と が で き る こ と が わ か っ た 。．な お 、 エ リ ス リ ト
ー ル の 生 産 速 度

に つ い て は ど の 条 件 に お い て も バ
ッ チ 発 酵 法 に 比 べ 2 倍 以 上 の 値 を 維 持 し た 。

　 1 ） 馬 島 他 ； 日 本 農 芸 化 学 会 昭 和 63年 大 会 講 演 要 旨 集 　 P378
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　 　 　 ErNinia 　 caretovora に よ る リ ボ 多 糖 の 生 産

425 　 （四 国 工 試 凍 大 先 黻 研 セ ・凍 獄 資 源 硬 ・・）

　 　 　 　 早 出 広 司 ＊、　 軽 部 征 夫 ＊・＊＊

o 福 岡 　 聰 、　 上 嶋 　洋 、

1 ． 目的 　 甦 carotovora は 本 来 細 胞 外 膜 の 樹 成 成 分 で あ る リ ボ 多 糖 を 菌 体 外 に 放

出 す る 性 質 が あ る 1 ｝。今 回 、 同菌 株 の 培 養 に よ る リ ボ 多 糖 の 生 産 条 件 を 検 討 し た の で 報 告

す る 。

2 ．方 法 　　旦rwinia 　 gga−：g−IL9．MSLzar　 t 　　 FERM 　 P −7576 を 用 い て 栄 養 源 及 び 温 度 な ど の 影 響 を 振 と

う 培 養 に よ り 検 討 し た 。基 本 培 地 と し て 同 菌 株 に よ る ペ ク チ ン 酸 リ ア ーぜ （PATE ） の

生 産 に 用 い ら れ る 培 地 を 使 用 し 、炭 素 源 及 び 窒 素 源 な ど の 効 果 を 調 べ た 。　Jar −ferment 。 r

に よ る 培 養 で は 、単
一

の 炭 索 源 を 用 い た 培 地 の 他 に 、演 者 ら が PATE の 高 生 産 法 と し て

餡 発 し た 2 段 階 培 養 法 2 ）を 応 用 し た 。 リ ボ 多 糖 の 生 産 量 は 遠 心 分 離 に よ り 除 菌 し た 培 養 液

を カ ル ボ シ ア ニ ン 染 色 法 に よ り 比 色 分 析 し 、標 準 物 質 と の 比 較 に よ り 求 め た 。
3 ．結 果 　　リ ボ 多 糖 の 生 産 に 及 ぼ す 炭 索 源 の 効 果 は PATE の 生 産 の 場 合 と は 異 な り、
炭 素 源 の 聞 で の 著 し い 差 異 は な か っ た 。窒 素 源 の 効 果 は ソ ル ピ ト

ー
ル を 炭 素 源 に 用 い た 場

合 ． PATE の 最 適 生 産 の 条 件 と 類 似 し て い た 。ま た ． い ず れ の 炭 素 源 の 場 合 も 生 産 量 は

培 養 温 度 に よ り 著 し く 異 な っ た ．最 大 生 産 量 を 与 え る 温 度 は 炭 素 源 に よ り幾 分 か 異 な っ て

い た が 33 − 35 ℃ 付 近 で あ っ た 。Jar −fermentor に よ る 通 気 撹 拌 培 養 で は 単
一

の 炭 素 源

を 用 い た 場 合 、振 と う 培 養 に よ る 生 産 童 と類 似 し て い た g
一方 、 2 段 階 培 養 法 に よ り 炭 素

源 と し て 1 段 め に ペ ク チ ン 、 2 段 め に グ リ セ ロ
ー

ル な ど を 用 い て 培 養 す る と 生 産 量 は 著
’
し

く 向 上 す る こ と が わ か っ た 。
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